地域密着型サービスの運営推進会議、
及び介護・医療連携推進会議について

１　概要

　　介護保険法に基づき制定された運営基準を定める条例により、認知症対応型共同生活介護や小規模多機能型居宅介護などの地域密着型サービスについては、「運営推進会議（定期巡回・随時対応型訪問介護看護は介護・医療連携推進会議。以下「運営推進介護等」と省略します）」を設置し、おおむね２カ月に１回以上当該会議を開催し、事業の活動状況等の報告を行い、会議による評価を受けるとともに、会議から必要な要望、助言等を聞く機会を設けなければならないこととされている。また、報告、評価、要望、助言等についての記録を作成するとともに、当該記録を公表しなければならない。
２　目的

　　各地域密着型サービス事業所が、利用者、市町村職員、地域の代表者等に対し、提供しているサービス内容等を明らかにすることにより、事業所による利用者の「抱え込み」を防止し、地域に開かれたサービスを提供することで、サービスの質の確保を図ることを目的として設置するもの。
３　会議の構成員

　　利用者、利用者の家族、地域住民の代表者、事業所が所在する市町村の職員又は当該事業所が所在する区域を管轄する地域包括支援センターの職員、当該サービスについて知見を有する者等で構成される。

　　【参加者】
　　・利用者　・利用者の家族　・市職員　・包括支援センター職員　・民生委員　
　　・自治会役員　・老人会役員　・事業所近隣住民　・市議会議員　・消防署職員
　・消防団員　・派出所警察官　・外部評価機関職員　・事業所職員　・他事業所職員
　　　※介護・医療連携推進会議においては地域の医療関係者（医師、看護師、ソーシャ
ルワーカー等）

４　会議の内容
　　○事業所全体の状況、サービス提供の内容、行事等の活動報告など

　　【報告事項】
　　・入居者情報　・行事　・外出の状況　・地域との交流　・事故、ヒヤリハット

　・職員研修報告　・広報誌

【議事テーマ】

・年間事業計画　・自己、外部評価　・防災、避難訓練　・感染症対策　・虐待防止
・身体拘束　・褥瘡対策　・苦情　・認知症理解促進　・オレンジ手帳、連携シート
・家族会　・夜間の勤務体制　・服薬管理　・運営規程　・重要事項説明書
・入居時の説明、同意　・自然災害　・看取り　・介護職員雇用　・食事
・離設対策　・包括支援センター業務　・高齢者にかかわるニューストピック
　　○報告に対し評価を受ける

　　○要望、助言等
５　開催頻度と報告内容
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